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再興総会ご参加ありがとうございます。 

 この度の山名会再興総会開催をお呼び掛け致しましたところ、全国各地より３０名を上

回るご参加を頂きましたこと、深く感謝申し上げます。 

 秋の観光シーズンの京都。また、山名氏にとって由縁深きこの地での集まりで御座いま

す。ご参加の皆様方には、歴史講演等を通じ「誇り高き、山名氏８００年の歴史」を改め

て感じ取って頂き、ご参加同族の皆様との懇親を深めて頂ければと存じます。 

また、今後の山名会の活動につきましては、明るい展望が開ける話し合いが出来れば、大

変に意義深い二日間となるのではないかと存じます。 

 ご参加皆様方の一族会ですので、先ずは皆様方が心行くまでお楽しみ下さいますよう、

お願いいたします。 

      平成２４年１０月吉日 

山名氏一族会再興準備会 
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日程 

第１日目（１０／２０・土） 第２日目（１０／２１・日） 

時 間 予 定 時 間 予 定 

午前１１時 

午後 １時 

１時半 

２時 

  

３時 

３時半 

５時 

５時半 

６時 

 

７時 

準備会役員集合・打合せ等 

受付開始「妙心寺・東林院」

経過説明・自己紹介 

歴史講演・宮田先生 

「燦然たる山名氏の系譜」 

小憩 

再興準備会総会開催 

豊国廟墓参 

宿舎へ移動（バス・自動車）

「京都エミナース」着、 

入浴・休憩等 

懇親会 

午前８時半

 

９時 

１０時 

 

１１時 

１２時半

 

午後１時半

２時 

「京都エミナース」出発 

 ジャンボタクシー３台で移動 

「等持院」参拝（抹茶接待） 

「西陣旧跡」・山名宗全邸跡散策

（駐車：鶴屋吉信堀川店）

「南禅寺眞乗院」宗全公御廟参拝

昼食・典座（南禅寺会館） 

  

「ＪＲ京都」ＪＲ利用者解散 

「京都エミナース」着・自家用利
用者解散 

 自己紹介では、参加の動機や各家のご由緒等、ご自由に・気楽にご紹介下さい。 

 第１日目の宿舎移動は宿舎送迎バス。 

 自家用車でお越しの方は送迎バスに付いて、宿舎まで自家用車でご移動下さい。 

 第２日目は車でお越しの皆さんも、ジャンボタクシーに出来るだけご乗車下さい。 

 西陣散策では、京菓子の銘店「鶴屋吉信」に立寄ります。散策が負担の方は同店での

お買い物をお楽しみ下さい。 

再興総会開会（午後１時半～） 

 事務局挨拶、日程概略説明 

 参加者自己紹介（ご参加の動機、各家の由緒等をお気楽にご紹介下さい） 

歴史講演（午後２時～） 

 演題：－源氏中の源氏－「燦然たる山名氏の系譜」 

 講師：宮田靖國先生（当再興準備会副会長・「山名家譜」編者） 

 

再興準備会総会（午後３時半～） 

 準備会会長挨拶 （山名年浩再興準備会会長） 

 定数確認略  （山名会活動停止中に付き定数が確定できない為） 

 経過説明  （事務局） 

 議長選出 
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 議題 

第１号議案 全國山名氏一族会再始動に関する件 

第２号議案 会則・組織の検討 

第３号議案 役員の選任 

第４号議案 事業方針の検討 

第５号議案 その他 

 議長解任 

 諸連絡 

経過説明 

直近分のみ（詳細は「全國山名氏一族会の歩み」（Ｐ６～）ご参照） 
Ｈ２３ ９月 山名会再興準備（相談）会  京都市新都ホテル

旧役員有志が参集し、山名会復活（再興）に向けての相談を行い、協力して来
春の再興総会に向けて準備を進めることを確認。 

 １０月 山名会会員に対し「会員継続アンケート」実施。

会員登録希望：５９％、様子を見て登録：２３％（返信５６通中） 

 １２月 山名会再興準備会 役員会 京都市

Ｈ２４ ５月 第２回山名会再興準備会開催 京都東林院

Ｈ２３／１２／２２の役員会での原案を元に、再興総会の実施内容に付き協議検
討。７月に案内状発送。１０月に実施の予定立案。 

 ７月 Ｈ２４年山名会再興総会案内発送

 １０月 参加者３０名にて実施。

議長選出 

 山名会再興準備会役員の山名義範氏を議長に推薦。承認を得る。 

第１号議案 全國山名氏一族会再始動に関する件 

全國山名氏一族会としての再出発について 
 全國山名氏一族会（以下：山名会）の再活動を願い、本日まで山名会再興準備会として会合

を重ねてきた。 

 山名会が事実上活動を休止している現状を鑑み、山名会記憶が鮮明な内に、会員を引き継

ぐ形で今後は山名会として活動を継続させたい。 

 今後は「山名会」として活動を継続する事を、旧山名会会員を含む出席者一同の総意を得て

承認。 
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第２号議案 会則・組織の検討 

役員組織の検討 
 当初は会員数５０名（家）程度の団体として、総裁、副総裁、会長、副会長、理事長、常任理

事、理事（複数人数以上）、相談役でスタート。 

 数多くの理事参画により、広がりのある理事会を構成する。 

 監事は活動の進展状態を見極め、必要になった時点で設置する。 

会則の内容検討 
 「休会」についての条項新設。 

 旧来の山名会の規約を参考にした原案承認。（P7） 

年会費・入会金の検討 
 金額については「入会金」５０００円、「年会費」５０００円とする。 

 会員は１家単位とする。 

 旧山名会からの引継会計も無く全くゼロからの再出発、旧山名会からの会員諸氏について
も、「年会費」（5000 円）と共に「入会金」（5000 円）のご負担もお願いする。 

 

第３号議案 役員の選任 

 

 

 

 

 

 

 

敬称略・順不同 

第４号議案 事業方針の検討 

山名会の活動再開 
 旧山名会会員宛に今次総会報告と会員登録のご依頼発送。 

 理事会等を開催し、以下の事業を検討・具体化。 

 



山名会の小

 今次総

 会員諸

 

山名会々章

 今次総

 

次回総会の

 来年も

 今次総

なるよ

 期日・

 

第５号議

 

議長解任

諸連絡 

豊国公御

宿泊・懇

 

小冊子発行

総会の「歴史

諸氏のご投稿

章の作成 
総会の参加

の計画 
も同様の総会

総会は議事

よう検討。 

会場地域等

議案 その

任 

御廟墓参

懇親「京都

行等 
史講演」の内

稿を募り「歴

章を参考に

会を開催す

事中心の総会

等については

の他 

（午後５時

都エミナー

 

内容をホーム

歴史講演」の

に、会章作成

する予定。 

会となったが

は、理事会

時～）

ース」へ移
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ムページ上

の内容と共に

成を検討する

が、次回は史

・役員会等

 

移動 

上に掲載予定

に、小冊子

る。 

史跡探訪な

を通じて具

定。 

を刊行を計

などを中心に

体化する。

計画。 

にした活動的

 

的な総会にに
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全國山名氏一族会会則 

（名称） 第一条 この会は全國山名氏一族会（略称：山名会）と称する。 

（事務所） 第二条 この会の事務所を兵庫県美方郡香美町村岡区村岡２３６５山名

氏史料館内に置く。 

（目的） 第三条 この会は山名氏の遺徳を顕彰し、併せて一族の親睦をはかる。 

（事業） 第四条 前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

 歴史研究に関する事業 

 会員相互の連絡事項 

 会報の発行 

 その他必要と認められる事業 

（会員） 第五条 この会は山名氏に由縁ある者および、この会の趣旨に賛同する

者をもって会員とする。 

（役職員）  第六条 この会に以下の役職員を置く。 

総裁 一名、副総裁 一名、会長 一名、副会長 一名、 

理事長 一名、常任理事 二名、理事 若干名、 

事務長 一名 

 ２  役職員の選任は、総裁が指名する選考委員の議をへて理事会に

おいて行う。 

    ３ 役職員の任期は二年とし再任を妨げない。 

（顧問および相談役）  

  第七条 この会に顧問及び相談役を置くことができる。 

    ２  顧問及び相談役は、理事会の議を経て総裁が推戴する。 

（会議） 第八条 この会の会議は、総会・理事会・常任理事会の順に優先する。 

（会計） 第九条 この会の会計は、入会金・会費および寄付金をもって充当する。 

    ２  金額については別に定める。 

  ３ 会費納入が２年以上滞った会員は休会扱いとする。 

（付則） 第十条 この会則に定められていない事項については、理事会または常

任理事会の議を経て妥当な運営を行う。 

    ２  この会則は、平成二十四年十月二十日より施行する。 

申し合わせ事項 

 入会金（入会時） 金五、〇〇〇円 

 会 費（年 額） 金五、〇〇〇円 

※本会則の不備の点は、順次改正致します。 
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「全國山名氏一族会」（山名会）の歩み 
１、結成前後の経過 
Ｓ４８ 豊国公３５０年祭、旧・山名蔵（小さな展示室）開設。 

Ｓ５８ 太田垣氏発起により、和歌山山名氏一族会開設。 

Ｓ５９ 旧事務局（吉川廣昭）、全国組織結成の準備に入る。（全国の電話帳より山名姓を抽

出し名簿作成。約３０００名） 

Ｓ６１ 法雲寺会場で入会希望者１００名程が参加し、設立総会開催。 

役職 総裁：山名晴彦 副総裁：山名章・山名弘宰 

 理事長：太田垣泰明 常任理事：各地代表２０名 

 顧問：山名武男 外歴史家数名

縁故寺社 山名八幡宮・壺井八幡宮・多田神社・・・

南禅寺真乗院（宗全公菩提寺）、妙心寺東林院（禅高公菩提寺）、尾道西国寺
（山名一族建立の金堂（重文））、倉吉 山名寺（さんみょうじ）（時氏公菩提寺）、
生野 大明寺（時義・時熈公菩提寺）、竹野 円通寺（時義・時熈公墓所）その他

会則制定 簡略なもの 

事業計画 総会。年１回、山名氏縁故の地に於いて

機関誌発行。（山名赤松研究ノートＮｏ．１～９） 

記念事業。適宜計画実施 

経費 会費年額５，０００円 

寄付金 記念事業に対して随時協賛 

Ｈ２ 竹田城址に山名赤松両氏陣歿者供養塔建立。開眼式には両氏関係者参集。 

Ｈ３ 現山名蔵（山名氏史料館）落成・開館公開。 

展示品 ・寺伝の山名氏関係仏像・文書・書画・什器、・山名家・太田垣家寄進の武具・古
美術品・浜田氏寄進の山名家什物・東洋古美術品、・住職寄託の武具・古美術・
古文書等、数百点。 

拝観 随時開館（年間２００名程）

Ｈ８ 高崎山名八幡宮に銅製神馬像奉納。 

Ｈ１０ 関東側の要望により事務局を副総裁に移管。関係書類・現金・備品等一切を引き渡

す。 

Ｈ１５ 第１８回総会実施。総裁・山名晴彦氏、発病入院。 

Ｈ１８ 会長・山名章氏、発病入院。 

Ｈ２０ 総裁・山名晴彦氏、逝去。 

Ｈ２１ 会長・山名章氏、逝去。 

以降、会運営が不能となり今日に至る。 
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２、一族会復活にむかって 
Ｈ１７ 会務停滞の苦情が全国散在の会員から、旧事務局の方へ集中。事情を全会員に文書

で通知。 

Ｈ２２ 前相談役・宮田靖國氏、定年退職を迎えられたのを機として、会復活への協力を要請

し、快諾を頂く。 

Ｈ２３ 前相談役・山名年浩氏に会復活への協力を要請したところ、快諾を頂く。 

 ５月 旧事務局より主要役員諸氏に、山名会復活についての役員アンケートを行う。 

 ７月 役員アンケート結果のまとめ、アンケート協力者に返信。結果については「是非、会復

活に取り組んでもらいたい」の回答が多数。 

 ８月 ９月に山名会再興準備会を予定し、アンケート協力役員に参加を要請。 

 ９月 山名会再興準備会 ９／１９京都市新都ホテル 

アンケート協力役員諸氏に集まって頂き、山名会復活（再興）に向けての相談を行い、協

力して来春の再興総会に向けて準備を進めることを確認。 

１０月 山名会旧名簿を元に会員継続確認のアンケート実施。（結果：下表） 

会員継続確認のアンケート結果 （全１２７通発送） 

会員登録継続 ３３ ５９％ 

会の状況を見て判断 １３ ２３％ 

高齢・逝去に付き会員登録不要 １０ １８％ 

計（有効分） ５６

郵便物不達 １６

返答無し ５５

計（無効分） ７１

１２月 山名会再興準備会 役員会 １２／２２ 京都市 

再興総会の主題を「山名一族の独自性について」と定め、実施時期、概要について原

案を検討・相談。 

Ｈ２４年 

５月 第２回山名会再興準備会 ５／２７京都東林院 

Ｈ２３／１２／２２の役員会での原案を元に、再興総会の実施内容に付き協議検討。７月

に案内状発送。１０月に実施の予定立案。 

 １０月 再興総会実施 １０／２０～２１京都東林院～眞乗院 
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３、総会実績一覧 
回 期日 主会場 宿泊 行事、見学先 参加

１ 
S61/6/15～16 
（1986） 

但馬村岡 
湯村温泉 
井筒屋 

一族会設立総会、円通寺、
総持寺、竹田城 

 

２ 
S62/5/16～17 
（1987） 

京都市内 
妙心寺 
花園会館 

東林院禅高公廟、南禅寺真
乗院宗全公廟 

 

３ 
S63/5/28～29 
（1988） 

伯耆倉吉 
三朝温泉 
依山楼岩崎 

時氏公御廟、山名寺、田内
城、打吹城 

 

４ 
H1/4/22～23 
（1989） 

但馬村岡 
日和山温泉 
金波楼 

壺渓御廟、竹田城山名赤松
合同慰霊祭 

 

５ 
H2/5/26～27 
（1990） 

但馬竹田城 
グリーンピア 
三木 

山名赤松両軍慰霊塔落成
式、多田神社 

 

６ 
H3/6/8～9 
（1991） 

但馬村岡 
浜坂温泉 
保養荘 

山名蔵開館式典列席、楞厳
寺、鳥取城 

 

７ 
H4/6/6～7 
（1992） 

群馬高崎 
伊香保温泉 
ホテル木暮 

山 名 八 幡 宮 神 事 、 山 名 城
址、新田氏史跡等 

 

８ 
H5/5/29～30 
（1993） 

堺・和歌山 
和歌浦 
萬 波 

堺・南宗寺、紀伊・勝林寺、
由良・ 興国寺 

 

９ 
H6/5/28～29 
（1994） 

備後 
福山・尾道 

鞆の浦 
シーサイド H 

神辺城址、天寧寺、西国寺、
千光寺 

 

10 
H7/10/14～15 
（1995） 

京都市内 
東山 
ホテル東山閣

六孫王神社、長福寺、東林
院、真乗院、相国寺 

 

11 
H8/5/25～26 
（1996） 

作州津山 
奥津温泉 
奥津温泉 H 

津山城、岩屋城、多門寺、院
庄館 

 

12 
H9/5/10～11 
（1997） 

鎌倉・伊豆 
熱海温泉 
ホテル池田 

長谷寺、大仏、鶴岡八幡宮、
修禅寺 

 

13 
H10/3/7～8 
（1998） 

出石・豊岡 
城崎温泉 
西村屋 

山名氏シンポジウム、此隅山
城、総持寺 

 

14 
H11/5/16 
（1999） 

京都市内 日帰り 
東林院禅高公廟、長福寺宗
全公灰塔 

34 名

事務局東京へ移管 

15 
H12/11/11～12 

（2000） 
群馬高崎 

サンピア高崎 山名八幡宮、反町館、永福
寺、生品神社、大光院 

35 名

16 
H13/11/23～24 
（2001） 

京都市内 
ウェルサンピ
ア京都 

真乗院・法界寺・泉涌寺・妙
心寺東林院、西陣 

 

17 
H14/11/16～17 
（2002） 

鳥取・倉吉 
東郷温泉 
ふじつ荘 

山名（三明）寺、倉吉鳥取の
縁故寺院史跡見学 

 

18 
H15/5/31～6/1 
（2003） 

但馬村岡 
湯村温泉 
ゆめ春来 

法雲寺・円通寺・出石・竹田
城 

28 名

  H15（2003） 総裁：山名晴彦氏入院  
  H18（2006） 会長：山名 章氏入院  

19 
H24/10/20～21 
（2012） 

京都・東林院 
京都エミナー
ス 

東林院・等持寺・西陣散策・
眞乗院 

30 名

 




